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《新任教員プロフィール》
毛　馬　内　勇　士
（専任教授・経済政策）
　昭和58年度から専任教授として経済政策を担当されることになった毛馬内教
授は本学の本学部出身で大学院で故赤松要教授の薫陶を受けた俊英である。本
学には長い間非常勤で授業を担当され，ゼミナールも10年以上続けられている
ので，特に新しいという感じでもないが，やはり専任になられると感慨も一入で
あろう。旧任校は拓殖大学で専任教授をしてこられた，母校への着任なので，
拓大の方でも祝福された由である。経歴の示すように赤松先生の御弟子さんで
あるので，後藤昭八郎教授の同門の弟弟子である。赤松教授は一橋の名誉教授
から政経学部に来られ，それから拓大に行かれた方であるが，日本の経済政
策・貿易政策の権威で，その弟子筋は学界の主流を占めており，また雄大な学
説でも有名で，御存命ならぽノーベル賞の候補にも挙げられる程の業績の持主
であり，豪快な人柄でもあられた。その赤松先生の指導の下で研讃した毛馬内
先生であるから，学説的にも雄大なもので，長期経済波動の研究に打ち込んで
おられる。元来，赤松教授のへ・一ゲル的史観は難解であると共に含蓄の深いも
ので，その基本に立って経済現象を解明せんとするものであるから，仲々，風
俗の徒には取扱い難いものであるが，毛馬内教授は堂々とこれに取組んで世界
経済の動向を説明せんと努力しておられる。その意気や正に壮たるものがあ
る。私などもその気宇壮大な御高説に常に教えられる処多いのであるが，その
御人柄はまことに真面目で誠実であり，学生諸君とも親しく交際しており，人
情味豊かである。余り真面目なので冗談は差控えたくなる程で，恐れ入ってい
る。恩師の影響深い毛馬内先生もアルコールの方は体質的に全然駄目で，もっ
ぱらコーヒーと甘い物の方を嗜んでおられる。特にコーヒーはアメリカソを一
日に10杯は飲むのではないかと思われる程であるが，別に神経質な所はないよ
うである。あれ程よく甘い物を摂取されるので歯が悪くなるのではと心配して
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いるが，先生の御養父は歯科の先生であったので余分な心配であろう。なお毛
馬内先生は未だに御独身であられるが，先生の生活は深い哲学的裏付けがある
ようなので，独立独歩の勉学三昧の生活と御見受けした。母校に戻られたので
いよいよ精力的な御研究によって私共に立派な成果を挙げて教示されることを
期待している。
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